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田中博 ・田中貞子著

「四季の海藻物語」 瀬戸内海のめぐみ 「自然と食文化」

著者の田中御夫妻は，広島市の元宇品海岸で，50年以上

にわたり，海藻を採集 し記録を残してきま した。その貴重

な記録は Iひろ しまの海部J，I広島の海藻 摺補改訂版

1954年""'-'2004年」等に結実し，特に瀬戸内海の海諜研究

者にとって，貴重な同定用のテキス 卜と なっています。また，

御主人の田中陣さんは御年 80)戒を過ぎて広島大学生物園科

学研究科の大学院生 として，上記の海藻植生の長期変化 と環

境の変遷との関係を修士論文に取りまとめま した。その成果

は本誌 58巻 l号にも掲載されており ，ご覧になった方も多

いと思います。H下今，長期生態系モニタリン グの重要性が認

識され，I主|や研究者を中心としたプロジェク 卜が始まってい

ますが，身近な環境変化をとらえる上で，一般市民の視点と

地道な活動がいかに力を持つかの好例です。

本書は，田中さ ん御夫妻が，海の恵みと しての海藻を楽し

むという 新たな観点から著されたものです。日本にはノ リ，

ワカメなどのメジャ ーな海藻だけでなく ，地先で生えている

様々な海諜を美味しく食べる文化がありました。本書には，

瀬戸内海の島である愛媛県弓削地域の海藻料理も紹介されて

おり， ヒジキやイギスな どだけでなく ，アナアオサ(! )や

フシツナギも食材と なっています。また，新たな海部の楽し

み方と して「海諜風目」が紹介されています。楽しい色どり

だけでなく， リラックス効果や女性には美肌効果も期待でき

そう。新たな地域おこしのアイテムとなるでしょうか?普段

は， 専門家やマニアで告l~¥"限り，見落とされがちな海藻。で
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ひろしま生きた自然的
物館1:l:ln反， B5小平1]，
総頁 J271gf，2010年，
定価li1，200円(説抜).

も，本当はこんなに楽しめる素材であることを知っても らい

たい。海部に興味を持ち，観察や採集を始めるにあたっての

ガイド として最適。ご興味のある方はこちらへ。
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( (独)水研セ・ 瀬戸内水研，吉田吾郎)

E. Coppejans， A. Prathep， F Leliaert， K. Lewmanomont & O. D巴Clerck 著

Seaweeds of Mu Ko Tha Lae Thai (SE Thailand) 
M巴thodologiesand field guicl巴tothe dominant species 

日本や欧米には，海藻を学ぶ学生の必読書 ともいうべき本

が豊富にある。しかし， それらの多 くは出版された地域の海

謀や植生を基に した内容であり，必ずしも東南アジアの熱帯

性海藻生態系に十分に対応したものではない。

本書は，Ghent大学 (ベルギー)と Princeof Songkhla大学，

Kasetsart大学 (ともにタイ)のグ、ループによ るタイ湾サムイ

!誌の海競に関するフィ ールドガイドである。本書はタイにお

ける 3冊目の海藻図鑑になるが，図鑑よりも教科書に近い内

容である。前半には，海部に関する総論がまとめられており，

熱帯性海瑛を用いて形態や分類，生活史，種多様性，命名法，

同定法を学ぶこ とができる。次輩には，海部群落の観察や採集，

標本の作製法などの方法論がまとめられており， 卜ランゼク

卜や方形枠を用いた生態調査，水IEi，埴分等の測定法も記さ

れている。調査・観察の図版では，著者の皆さんの“模範演技"

も見ることができる。

海藻類は，タイで初めて{確認された 10種を含む 77極が掲

載されているが，教科書 としての意図からサムイ島周辺で一

般的に見られる種類に対象を絞っている。美 しい生態写真も

さることながら，記載と

引用が充実しており，こ

の地域の教育 ・研究には

欠かせないーfllfである。

(寺田竜太)
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